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阪神・淡路大震災による国宝 3 重要文化財の被害状況

区分 建造物関係
重要伝統的建造物群

美術工芸品関係
史跡。名勝ロ

民俗文化財関係 合 計
保存地区関係 天然記念物関係

都道府県 全捩 一部破損 全壊 一部破損 全壊 一部破損 全竺f部破j員 全壊 一部破損 全壊 一部破損

愛知県 1件 1件

三重県 I 3件 3件

滋賀県 6件 1件 I 2件 9件

京都府 42件 9件 8件 59件

大阪府 33件 1件 9件 i ， | 11 件件 ' I I 44件

兵庫県 1件 32件 噌牛 5件 6件 1件 (34541) 牛

奈良県 1件 I 1件 3件 : 5件

鳥取県 1件 ロ しI — -_l-1 件
島根県 I 

！ I ： 1件

1件 l I 1件 II 

香川県 I 2件 i 

［1ロ721'1'I 徳島県 1件

0件 I1 2件 II 1件合計 1件 117件 i 0件 (31土 0件 18件 0件 34件

①平成 7年 3月 2日17: 00までに各府県から報告があった分c

②( ）は重要伝統的建造物群のうち被害のあった建造物の棟数てある。
③被害状況の内容については、今後の詳細調査により変更になることがある。

阪 •淡銘大 災
文化財や文化施設にも大きな被害

く
す
れ
だ
石
垣
（
明
石
城
）

一
月
一
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、

兵
庫
県
や
大
阪
府
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
文
化
庁
関
係
で
は
、
三
月
二
日
現
在
、

一
七
三
件
の
文
化
財
（
国
宝
・
重
要
文
化
財
）
、
八

0

件
の
公
立
文
化
施
設
（
文
化
会
館
）
な
ど
が
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
文
化
財
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
主

な
も
の
と
し
て
、
建
造
物
関
係
で
は
旧
神
戸
居
留
地

十
五
番
館
（
璽
要
文
化
財
・
兵
庫
県
神
戸
市
）
が
全

た
つ
み
や
ぐ
ら
ひ
つ
じ
さ
る
や
ぐ
ら

壊
、
明
石
城
巽
櫓
及
び
坤
櫓
（
重
要
文
化
財
・

兵
庫
県
明
石
市
）
が
建
物
傾
斜
及
び
外
壁
亀
裂
、
旧

岡
田
家
住
宅
（
重
要
文
化
財
・
兵
庫
県
伊
丹
市
）
の

店
舗
の
一
部
が
崩
壊
、
酒
蔵
の
屋
根
瓦
崩
瞑
、
壁
の

一
部
が
崩
落
等
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
関
係
で
は
、
神
戸
市

北
野
町
山
本
通
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
の
建
物
三
四
棟

が
損
壊
、
美
術
工
芸
品
関
係
で
は
、
清
涼
寺
の
木
造

十
大
弟
子
立
像
（
璽
要
文
化
財
。
京
都
府
京
都
市
）

の
九
躯
が
転
倒
、
七
躯
が
破
損
、
史
跡
。
名
勝
・
天

然
記
念
物
閲
係
で
は
、
五
色
塚
（
千
壺
）
古
墳
（
史

跡
・
兵
庫
県
神
戸
市
）
の
後
円
部
。
＜
び
れ
部
の
葺

石
の
一
部
が
亀
裂
。
陥
没
等
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
公
立
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
関

係
で
は
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
（
神
戸
市
）
や
西
宮
市
民

会
館
（
西
宮
市
）
を
は
じ
め
四
四
件
が
、
大
阪
府
関
係

一
、
被
害
状
況

二
、
文
化
庁
の
対
応
状
況

で
は
池
田
市
民
文
化
会
館
（
池
田
市
）
、
茨
木
市
市
民

会
館
（
茨
木
市
）
を
は
じ
め
三
四
件
が
施
設
設
備
等
に

被
害
を
受
け
、
こ
の
ほ
か
滋
賀
県
及
び
和
歌
山
県
に

お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
件
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
立
文
化
施
設
に
つ
い
て
も
、
国
立
国

際
美
術
館
や
、
京
都
国
立
博
物
館
、
京
都
国
立
近
代

美
術
館
等
に
お
い
て
、
施
設
や
陳
列
品
の
一
部
が
破

損
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
て
お
り
、
国
指
定
以
外

の
文
化
財
や
民
間
の
文
化
施
設
等
を
含
め
る
と
、
文

化
関
係
の
被
害
は
相
当
な
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す。
田
被
害
状
況
の
詳
細
な
把
握

文
化
庁
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
被
災
し
た
文
化

財
や
文
化
施
設
等
は
、
関
係
府
県
の
み
な
ら
ず
、
我

が
国
全
体
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
の
認
識

に
立
っ
て
、
現
在
、
調
査
団
を
現
地
に
派
遣
す
る
な

ど
被
災
状
況
の
詳
細
な
把
握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。具

体
的
に
は
、
一
月
二
五
曰
か
ら
二
九
日
に
か
け

て
建
造
物
関
係
被
害
状
況
の
調
査
団
を
、
一
月
三
一

日
か
ら
二
月
二
日
に
か
け
て
美
術
工
芸
品
・
民
俗
文

化
財
関
係
被
害
状
況
の
調
査
団
を
、
ま
た
、
二
月
六

日
か
ら
八
日
に
か
け
て
埋
蔵
文
化
財
関
係
被
害
状
況

の
調
査
団
を
現
地
に
派
遣
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ニ

月
六
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
全
国
美
術
館
会
議
、
国
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立
美
術
館
及
び
文
化
庁
合
同
に
よ
る
美
術
作
品
被
害

状
況
の
調
査
団
を
現
地
に
派
遣
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
一
四
日
に
は
、
~
被
災
し
た
文
化
財
等

を
緊
急
に
保
全
す
る
た
め
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
と

協
力
し
て
、
文
化
庁
施
設
等
機
関
及
び
文
化
財
・
美

術
関
係
団
体
の
連
携
協
力
の
下
に
「
阪
神
。
淡
路
大

震
災
文
化
財
等
救
授
委
員
会
L

を
設
置
し
、
文
化
財

等
救
援
事
業
（
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
）
を
開
始

し
ま
し
た
。
同
事
業
に
お
い
て
は
、
被
災
し
た
国
・

県
・
市
・
町
指
定
を
含
む
絵
画
、

4

彫
刻
、
工
芸
品
、

書
跡
、
考
古
資
料
、
歴
史
資
料
、
有
形
民
俗
文
化
財

及
び
美
術
品
を
そ
の
対
象
と
し
て
救
済
措
置
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

巳
財
政
支
援
措
置

被
災
し
た
国
宝
・
重
要
文
化
財
等
の
文
化
財
の
復

旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
修
復
に
対
す
る
補
助

率
（
原
則
五

0
%）
に
二

0
％
を
嵩
上
げ
し
て
対
応

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
七

0
%、

宗
教
法
人
等
八
五
％
の
範
囲
で
国
庫
補
助
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
第
二
次
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、
危

険
度
が
高
く
、
緊
急
な
対
応
が
必
要
な
神
戸
市
北
野

町
山
本
通
（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）
等
に

応
急
措
置
、
緊
急
修
理
を
実
施
す
る
た
め
、
約
六
千

七
0
0万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
立
文

化
施
設
の
復
旧
事
業
に
つ
い
て
も
、
激
甚
災
害
に
対
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港町神戸のシンボル1日神戸居留地十五番館も全壊

処
す
る
た
め
の
特
別
の
財

政
援
助
等
に
関
す
る
法
律

に
よ
る
補
助
対
象
施
設
と

し
て
追
加
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
特
定
地
方
公

共
団
体
に
つ
い
て
三
分
の

ニ
を
国
庫
補
助
で
き
る
こ

と
と
な
り
、
本
年
度
内
に

修
理
が
可
能
な
施
設
に
つ

い
て
緊
急
修
理
を
行
う
こ

と
と
し
、
約
一
千
四

0
0

万
円
を
別
途
文
部
省
補
正

予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
建
造
物
等
を
は
じ
め
、
被
災
し
た
国

宝
・
重
要
文
化
財
や
公
立
文
化
施
設
等
の
本
格
的
な

修
理
、
復
旧
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
詳
細
な
把
握
に

努
め
な
が
ら
、
今
後
、
関
係
方
面
と
も
協
議
し
つ
つ
、

財
政
支
援
措
置
を
含
め
、
万
全
を
期
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
国
立
文
化
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
既

定
予
算
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
観
覧
業
務
上
の
安

全
等
の
緊
急
な
対
応
を
図
る
た
め
、
建
物
や
陳
列
品

等
の
緊
急
修
理
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑭
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
取
扱
い

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
伴
う
復
旧
工
事
に
関
し
て

は
、
平
成
七
年
二
月
二
三
日
付
け
で
関
係
府
県
に
文

化
庁
次
長
通
知
を
発
し
、
平
成
七
年
五
月
末
着
工
ま

で
の
緊
急
を
要
す
る
復
旧
工
事
（
電
気
、
ガ
ス
、
上

水
道
等
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、
仮
設
住
宅
の
建
設
、

災
害
に
伴
う
建
物
・
エ
作
物
等
の
撤
去
改
修
等
）
に

つ
い
て
は
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
お
け
る

土
木
工
事
等
に
関
す
る
届
出
、
通
知
を
要
し
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
被
災
地
に
お
い
て
は
、
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
を
弾
力
的
に
取
り
扱
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
現
在
、
取
扱
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
つ
い
て
関

係
府
県
と
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、

発
掘
調
査
に
係
る
人
的
側
面
の
広
域
的
支
援
体
制
に

つ
い
て
具
体
的
な
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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表紙解説 高山祭と陣屋

天正14年、飛騨は秀吉の命をうけた金森長近により平定され、以来、 6代107年間にわた
てんぽう

って金森氏の藩政時代が続いたが、元禄 5年、幕府は金森頼皆を出羽国上ノ山に転封し、

飛騨を幕府直轄領とした。それ以来、高山には陣屋がおかれ、明治維新に至るまでの177年

間に25代の代官・郡代が江戸から派遣され政務を行った。

政治的な関係による江戸文化の流入や、旦那衆といわれる棗商の経済力などを背景とし
かざり

て、高山に祭屋台が次々と造られるようになり、彫刻、織物、銹金具、からくりなど、互

いに競い合い、独自の屋台文化が花開いたのもこの時代であった。

高山祭は、日枝神社の山王祭（春祭）と桜山八幡宮の八幡祭（秋祭）の両祭を指す。

屋台に関する最古の記録は享保3年のもので、八幡祭の屋台行列などが記されている。

歴代の代官・郡代も屋台を奨励し、毎年郡代見参ということも行われた。郡代が公式に参

拝するのは、飛騨では高山の東照宮のみであって、日枝と八幡の祭礼にも参拝はせず、逆

に屋台行列を陣屋前に曳き、郡代に見参したのである。
とさん

山王祭の恵比須台は、弘化年間 (1844-1847)に純金鍍金などを施し、華麗に改修を行

ったが、いざ曳行となると、当局の忌避を恐れて躊躇していた。ところが時の郡代小野朝

右衛門（山岡鉄舟の実父）がかえって賞讃したので、勇躍して晴れの曳行を行ったという。

このように陣屋と高山祭の屋台とは歴史的に密接な関わりがあり、現在でも陣屋前の広

場は、山王祭の屋台が曳揃えられ、からくりが上演される晴れの舞台である。高山陣屋跡

は昭和 4年に国の史跡に指定された。また高山祭の屋台23台は、昭和35年に国の重要民俗

資料（現重要有形民俗文化財）に、高山祭の屋台行事は昭和54年に国の重要無形民俗文化

財に指定された。 （高山市教育委員会文化課文化財係長 田中 彰）

, ＊→ 一朽 文化庁月報 4月号（通巻319号）

平成 7 年 4 月 25 日印刷•発行

編集＿文化庁

編集後記

皆様、お元気でしょうか。寒い氷の季節を乗り越えて、ようやく

桜咲く 4月となりました。入学式や入社式を終え、決意も新たに頑

張っている方も多いと思います。あるいは、新しいクラスや新しい

職場で心機一転、闘志を燃やしている方もいるでしょう。春は、そ

んな希望と情熱に満ちあふれる季節です。

「文化庁月報」も、今月号より表紙をはじめ、誌面の刷新を図り

ました。今後とも読者の方の要望も踏まえながら、よりわかりやす

く親しみやすい中身になるよう頑張りたいと思いますので、今年度

もどうぞよろしくお願いいたします。

さて、今月号は年度はじめということで、例年どおり文化庁の平

成七年度の重点施策を特集いたしましたし文化庁予算は年々着実に

増えており、また、地方の文化関係予算も一層の増加を示しており

ます。しかしながら、真の文化国家を目指すためには、まだまだ十

分とは言えません。文化政策推進会議が再び始動し、これからの文

化施策の推進方策について審議をはじめていますが、読者の皆様も

一緒に、本誌を通じて、今後の文化政策の在り方について考えてい

きましょう。 、 （栗）
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